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1. 令和２年度地域ケア推進会議での提言から政策形成に
関する取り組み（報告）

2. 令和３年度地域ケア推進会議

（1） 令和２年度地域ケア会議の実施状況（報告）

（2） 見守り体制に関する課題整理

（3） ご助言をいただきたい事項

本日説明する内容
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【地域ケア個別会議】

〇地域包括支援センター主催
〇参加者：
本人,家族,介護支援専門員,医
療･介護の支援者,民生委員,支え
あい推進員等地域関係者,その他
関係機関

〇助言者:
医師,歯科医師,薬剤師,看護師,
リハビリ職,司法書士,弁護士等

【介護予防個別会議】

〇市主催
〇要支援1・2等のケアプラン
の検証，自立支援重度化防止

〇参加者：
担当ケアマネジャー，サービス提
供事業者，地域包括支援センター
職員

〇助言者：
薬剤師，歯科衛生士，リハビリ職，
管理栄養士等

【地域ケア推進圏域会議】

〇地域包括支援センター
主催

〇参加者：
民生委員，支えあい推進員
等地域関係者，介護関係
者（ケアマネジャー，サービ
ス事業者等）医療関係者
（医師，看護師，リハビリ職
等），その他関係機関（警察
署，消防局，社会福祉協議
会，消費生活センター等
必要に応じて）

地
域
課
題
の
把
握

個別課題
解決機能

ネットワーク構築
機能

地域づくり・資源
開発機能

政策形成
機能

【地域ケア推進会議】
※「地域包括支援セ
ンター運営協議会」
に位置づけ

〇市主催
〇参加者：

運営協議会委員

計
画
策
定
等
，
施
策
へ
の
反
映

柏市における地域ケア会議の体系
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１．令和２年度地域ケア推進会議での

提言から政策形成に関する取り組み

（報告）
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＜検討課題＞※令和元年度の課題抽出より
▶定期的な開催ができ，本人のニーズに合った通いの場が少ない
▶介護保険サービス卒業後でも通え，運動ができる場所がない
▶見守りの必要性は高いが，地域同士の声かけ・見守りができる環境・仕組みがない
▶安価で利用できる交通手段がない

＜提言内容＞

令和２年度地域ケア推進会議での提言内容

レベ
ル

項目 把握している地域の実情と課題 居場所や見守りへの提案

市域

移動手段

•地域のサロン・医療機関等身近な場所ま
での交通手段がない
•バス停が家から遠い
•タクシーの利用料が高い
•移動が困難になると医療機関から離れて
しまう

•民間企業バスを地域の高齢者も利用できる制度
•送迎付きの市民活動の場や学習の場の提供
•商業施設や地域のコンビニと連携した送迎の取り
組み

介護保険
サービス卒
業に向けて

•自宅での入浴は難しいが，入浴施設には
行く高齢者がいる

•入浴施設に通いやすいような移動手段
•介護保険卒業後の民間ジムへの入会金補助制度

感染症対策
•新型コロナウイルス感染症対策を具体的
にどのようにしたらよいか分からない

•専門職や市職員が実際のサロン会場へ感染予防
対策の指導に出向く

日常
生活
圏域

住民同士の
ネットワー
ク構築

•民生委員活動が知られていない •自治会や町会と民生委員の意見交換会
•震災をきっかけとして，防災の観点からマ
ンションで救援隊を結成し，毎年訓練を実
施している

•マンション単位でのみまもり組織の結成

介護保険
サービス卒
業に向けて

•たすけあいサービスでも生活できそうな
かたでも，関係者から勧められ，介護保険
の申請にいたる

•介護保険サービス申請前の地域包括支援センター
への相談経路の確保

薬剤師との
連携

•薬局以外で患者と関わる機会がない •地域住民から相談がある場合のケアマネジャーや
民生委員からの薬局への声かけ
•自宅に薬を配達する等のサービスの活用 5
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会議後の取り組み① 薬局の一覧について

Ｒ３．２月頃 柏市薬剤師会所属薬局へ相談対応やインフォーマルサービスに関するアンケート実施
Ｒ３．４月～ アンケート結果から薬剤師会協力のもと薬局一覧の作成
Ｒ３．７月～ 地域包括支援センターや柏市介護支援専門員協議会へ一覧の配布
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会議後の取り組み② フレイル予防ポイント制度の充実

民間企業や公共施設との連携強化

●ポイント付与対象施設の拡大（R３．４月～）
スポーツジムやテニス場等の民間企業の登録

●ポイントカード発行場所の拡大（R3.7月～）
市内近隣センター（A館）を含む２５か所

ゆくゆくはポイント
付与もできるよう
に・・・

フレイル予防ポイント制度とは・・・
市の指定する健康づくりやフレイル予防
などの活動への参加や、ボランティア活
動をすることでポイントが貯まる「かしわ
フレイル予防ポイントカード（WAON
カード）」を発行しています。
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会議後の取り組み③ 移動販売の開始

１．販売場所
北部地域の介護福祉施設・都市公園等の41か所
月曜～金曜日で各日9～10か所を巡回

２．拠点店舗
フードマーケットカスミ 柏たなか駅前店

３．販売商品
野菜・お魚・お肉などの生鮮食品、豆腐・牛乳・パンなどの日配品、調味料・菓子など
の加工食品、おにぎり・弁当、日用品など（合計約650品目）

４．連携課
保健福祉部 高齢者支援課・地域包括支援課 ／ 地域づくり推進部 地域支援課
経済産業部 商工振興課 ／ 都市部 住環境再生課 ／ 土木部 交通政策課

R3.2月～ 移動販売について関係課と協議
６．14 スーパーマーケット等の商業施設が近隣に無い，買い物が不便な地域への支

援と，見守り活動を推進するため，株式会社カスミと「地域の買い物支援と地
域の見守りに関する協定」を締結

7月～9月 販売元や場所について一定の条件をもとに検討
10/4 株式会社カスミによる「移動スーパー」の開始



１．実施体制

２．運行コース・日程
利根町会内の集合場所→ 商業施設（モラージュ柏またはマミーマート柏根戸店）→ 各個人宅
週１回（火曜日） に隔週で運行

３．利用料金・利用対象者
利用料金：１往復５００円／人 ※利用対象者は町会員以外も含む

４．実証実験期間等
１年間毎に継続判断検証（最長3 年間の運行） 継続判断基準：月間利用者数９人以上

５．担当部署
土木部 交通政策課

令和2年度 公共交通空白不便地域対応として先行して抽出した町会へのアンケートを実
施し，結果を基にヒアリングを開始

令和3年2月～ モデル地域として，利根町会とのヒアリング実施
アンケート結果とヒアリング結果から交通についての検討を開始
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会議後の取り組み④ 買い物支援タクシー「とねっこタクシー」実証実験

令和３年１０月２６日
より開始



２．令和３年度地域ケア推進会議

（1） 令和２年度地域ケア会議の実施状況

（報告）
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令和２年度の実施状況

実施

回数
検討事例数

延べ

参加者数

個
別
事
例
の
検
討

地
域
ケ
ア
個
別
会
議

地域ケア個別会議
(地域包括支援センター主催)

４7回 ４７件 ４１１人

介護予防個別会議
（柏市主催）

１６回 ３２件 ２６０人

地
域
課
題
解
決
の
検
討

地
域
ケ
ア
推
進
会
議

地域ケア推進圏域会議
(地域包括支援センター主催)

１１回 ２１３人

地域ケア推進会議
（柏市主催）

１回 ２５人
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64歳以下, 

3例 7%

65歳以上74歳

以下, 10例, 

21%

75歳以上, 

34例, 72%

男, 20例, 

43%

女, 27例, 

57%

ひとり暮らし世帯, 

29例, 62%

高齢者世帯, 

5例,10%

その他の世帯, 

13例, 28%

未申請, 6例, 

13%

要支援１, 

5例， 11%

要支援２, 

9例, 19%要介護１, 

11例, 23%

要介護２, 

9例, 19%

要介護３, 5例, 

11%

要介護４, 2例, 4%

地域ケア個別会議の対象事例の状況（年齢･性別･世帯･介護保険認定）

年 齢 性 別

世 帯 介護保険認定
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64歳以下, 3例, 9%

65歳以上

74歳以下, 

9例, 28%
75歳以上, 

20例, 63%

男, 12例, 

37%

女, 20例, 

63%

ひとり暮らし世帯, 

11例, 34%

高齢者世帯, 

12例, 38%

その他の

世帯, 9

例, 28%

要支援１, 

16例, 

50%

要支援２, 

16例, 

50%

介護予防個別会議の対象事例の状況（年齢･性別･世帯･介護保険認定）

年 齢 性 別

世 帯 介護保険認定

13
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地域ケア個別会議・介護予防個別会議の参加者
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本人・家族, 

7人, 2%

地域関係者, 

102人, 37%

医療関係者, 

25人, 9%

介護関係者, 

73人, 26%

その他, 47人, 

17%

市職員, 24人, 

9%

地域ケア個別会議 介護予防個別会議

地域関係者, 

30人, 11%

医療関係者, 124人, 

48%

介護関係者, 

57人, 22%

地域包括支援センター職員, 

49人, 19%



地域ケア推進圏域会議の状況（テーマ・参加者）

包括 テーマ

柏北部
～住み継がれる街を目指して～柏ビレジの課題
解決を検討する

柏北部第２ 地域共生の仕組みを地域とともに考える

北柏
生活に根ざした活動の延長線上で，閉じこもり
の方の支援を目的とする仕組みを考える

北柏第２
人との繋がり方について～幸福感が持てる地
域に～

柏西口
ストップフレイル！～閉じこもりを解消するには
～

柏西口第２ 未実施

柏東口
認知症に関心を持ってもらい，地域に認知症や
その家族に対する理解者を増やす

柏東口第２
支援が必要な方を早期に発見するための見守
り体制づくり

光ケ丘
一人暮らしの認知症の方々を地域で見守り、サ
ポートしていくには？

柏南部
地域における認知症当事者やご家族の見守り
について考える

柏南部第２ ゴミ出し困難にならない地域を作る

沼南
沼南地域におけるオーラルフレイル予防の推進
について 15

31人, 14%

41人, 

19%

25人, 

12%
19人, 9%6人, 3%

11人, 5%

14人, 7%

28人, 

13%

31人, 15%

7人, 3%

民生委員

自治会町会地域住民等

ふるさと協議会・地区社協等

支えあい推進員・たすけあい団体等

民間事業者

医療関係者

介護関係者

その他

センター職員

市職員



検討された課題

地域課題
個別会議

（地域ケア・介護予防）
推進圏域会議

見守り体制 １３ 4

地域資源の不足 １０ 2

関係者間の連携不足 8

地域との関係づくり 3 3

移動手段 ６

地域の認知症に関する理解不足 4 1

家族の介護負担 ５

金銭管理・書類の手続き 4

キーパーソンの不在 3

ゴミだし・分別困難 2 1

意思決定支援 2

閉じこもり・意欲低下 2

緊急時や災害時の連絡・支援体制 2

栄養 ２

16

その他：家族の介護力や健康問題，支援拒否，経済的困窮，ペットに関する問題，制度の活用や相談
先の周知，道路環境の問題，フレイル，コロナウイルス感染症対策



（2） 見守り体制に関する課題整理
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個別会議で見守り体制に関する課題を検討した事例について
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疾患(複数罹患あり)

1

2

2

3

3

4

4

4

5

8

不明

がん

消化器疾患

精神疾患

整形外科疾患

循環器疾患

脳神経疾患

その他の疾患

内分泌代謝疾患

認知症・認知症疑い

0 5 10

65歳以上74歳

以下, 5例, 

38%75歳以上, 

8例, 62%

男, 4例, 

31%

女, 9例, 

69%

未申請, 1例, 7%

要支援１, 

1例, 8%

要支援２,

3例, 23%

要介護１, 

3例, 23%

要介護２, 

1例, 8%

要介護３, 

3例, 

23%

要介護４, 

1例, 8%

ひとり暮らし世帯, 

9例, 69%

高齢者世帯, 

1例, 8%

その他の世帯, 

3例, 23%

年齢 性別

世帯

介護認定

ｎ=１３



個別会議での見守り体制に関する課題の検討内容
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• 公的なサービスや制度利用までは必要ないが，見守りが必要なかたがいる
• 認知症などにより判断能力の低下したかたや，はいかいのあるかたへの地域の

見守り体制が不十分
• 地域との関わりが少ないかたへの声かけや，見守りの体制がつくりにくい

課題

• 町会の見守りパトロールがコロナ禍のため中断されており，町会内の個別の状況
が把握しにくい

• 親族・家族が通える範囲内にいてもかかわりや支援がない（介入拒否）

• 介護保険など公的援助だけでなく，地域のインフォーマルな社会資源と協力連携
して見守る体制

• 監視にならないような見守りや個人情報への配慮，ケアマネジャーと民生委員等
の顔の見える関係が必要

• コンビニに買い物に行くかたが多く，店舗のかたからの声かけがあるとよい

• 社会福祉協議会事業「お元気コール」のようなものが，市域全体にあると見守り
の幅が広がる

• 認知症の方の夕食の見守り支援があるとよい

原因・課題解決促進要因



データから見た柏市の状況① 日常生活圏域データより

20
見守りが必要なかたの増加により，体制構築が必要

高齢者世帯のうち，ひとり暮らし
高齢者世帯は，約半数をしめてお
り，また，毎年約1000世帯ずつ
増加している。

24,510 
25,552 

26,640 

27,592 

51.7
52.2 52.7 53.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

2018年2019年2020年2021年

世帯数 割合

日常生活に支障をきたすような症状・行
動や意思疎通の困難が出現する，認知
症自立度Ⅱa以上の高齢者は，2015年
と比べ2025年には約1.5倍，2040
年には約2.0倍に増加する見込みです。

7,489 
4,660 5,765 6,841 7,723 7,705 

4,274 
5,200 

6,220 
7,150 7,274 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

Ⅱ以上 Ⅱ Ⅲ以上

ひとり暮らし高齢者世帯数と
割合（高齢者世帯のうち）

認知症高齢者数の推移と見込み

（％）（世帯） （人）



データから見た柏市の状況② 健康とくらしの調査（JAGESデータ）より
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項目 柏市順位

１か月間に友人・知人１人以上と会う者の割合 ４８位

非公式の社会化＆社会参加がある者の割合 ４６位

老人クラブに参加している割合 ４１位

定期的に声かけ・訪問してくれる人がいる割合 ３５位

他市と比較して，柏市は，
他者との関わりの頻度が
少ない傾向がある。

認知症リスク得点が高い
ほど，他者との関わりが少
ない傾向がみられる

助け合いのソーシャル・キャピタル得点
（心配事や愚痴を聞いてくれる人・聞いてあげる人等がいる）

認
知
症
リ
ス
ク
得
点

相関関係＝-0.5711

地域での他者との関わりやつながりが必要



見守り体制に関する解決策① 個別会議から
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• 家族へ同意を得て，近隣住民に見守り協力を依頼し，住民が集まるサロ
ン等へ参加する

• オレンジフレンズ（※）と協力し，自宅への訪問やお話相手のマッチング，
同行散歩等の支援ができるようにする

• 本人を知る同じマンション内の住民から民生委員等を通して，何か気づ
いた際には，地域包括支援センターへ連絡していただけるよう伝える

• ケアマネジャーから民生委員に対し，情報提供を行い，ゴミ出し等への声
かけを通し，見守り強化につなげる

• 地域包括支援センターや関係者から親族に対し，こまめに連絡し働きか
けていく

※ オレンジフレンズとは，認知症サポーターでさらに認知症の支援のために，地域での普及

啓発や見守り等のボランティア活動を行うことを希望し，地域包括支援センターに登録し

た市民のこと。



•ふるさと協議会会長と防犯パトロール

を視察する。

•センター内で見守り活動開始に向けた

プロジェクトチームを立ち上げる。

小中学校下校時の地域の防

犯パトロールと協働し，認

知症に関する見守り活動を

実施する。

•地域への認知症に関する伝達活動方法

を検討する。

•オレンジフレンズに対する認知症の研

修プログラムを立案する。

地域での認知症の普及啓発

促進のため，オレンジフレ

ンズに認知症に関する伝達

活動を実施する。

地域における認知症当事者やその家族に対する見守りや声かけが不足している

• 地域住民と認知症ケアに関わる関係者の情報と意識の共有を図る
• 認知症当事者の早期発見・早期対応につながる仕組みや困りごと等を気軽に相談し合
える地域をつくる

参加者からの

意見

•ケアマネジャー

•社会福祉協議会

•民生委員

•ふるさと協議会

•支えあい団体・NPO・

ボランティア団体等

•支えあい推進員

•オレンジフレンズ

見守り体制に関する解決策② 推進圏域会議から（柏南部地域包括支援センター）
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会議目的

【検討した理由】
• 柏南部地域（南部・藤心）においては、市内他地域に比較して、認知症相談が現に多くなっている。
• 平成３０年度以降，認知症に関する新規相談の実数が年間１００件を超えている。
• 相談種別の割合からみても、南逆井ならびに逆井丁番なしを除くすべての地域で認知症関連が最も多い。
• 認知症相談のほかに，認知症者数や警察による行方不明高齢者の保護件数も増えている。

検討課題



見守り体制に関する解決策② 推進圏域会議から（柏南部地域包括支援センター）
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•各小圏域ごとにパトロール
コースを設定。

•令和3年10月1日より毎月1日オ
レンジフレンズと包括職員で
パトウォーク開始。

小中学校下校時の地域の防
犯パトロールと協働し，認
知症に関する見守り活動を
実施する。

地域での認知症の普及啓発
促進のため，オレンジフレ
ンズに認知症に関する伝達
活動を実施する。

【今後の展開】
各活動を通じて把握した地域の要援護者（見守り対象者）情報をセンターで一元管
理し、定期的に追っていくシステム（なんぶキヅナ事業【仮称】）の実施を検討中。

・オレンジフレンズ交流会起点に知
識等を共有、カフェやパトウォー
クを主体的に行う。実践活動を通
し学びを深めスキルを高める。

・認知症サポーター講座を地域で実
施し、地域住民の認知症に関する
理解度を深める。

その後の経過
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見守り体制に関する解決策③ その他見守り支援（柏北部地域包括支援センター）

• 認知症のかたの居場所となり，地域のかた（オレンジフレンズ）との関わ
りが増える。

• 認知症のかたと自然と触れ合え，オレンジフレンズにとって，学びの機会
となる。

• 認知症のかたやご家族が散歩を楽しめる。
• 家族にとって，相談や情報交換の場となる。

オレンジ散歩（柏の葉・柏ビレジ）活動名

目的

内容

年度 活動頻度 活動回数

平成29年度 月1回 6回

平成30年度 月1回 6回

令和元年度 月２回 １６回

令和２年度 月２回 ８回

令和3年度 月２回 ８回

認知症のかたやその家族や地域のかたと，オレンジフレンズが一緒に１時
間くらいかけてゆっくりと散歩をする。オレンジフレンズは毎回１０名程度
の参加のなかでリーダーを決め自主的にコース案内をする。

実績

コロナ禍のため
中止日あり

※令和３年度より柏ビレジも新たに開始

(R3.9月末現在)

「ほくほくちゃん」
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見守り体制に関する解決策③ その他見守り支援（柏北部地域包括支援センター）



➢ オレンジフレンズによる声かけや散歩などを通した地域

とのつながり

➢ 地域のパトロール等を活用したはいかいのかたへの目

配り

27

地域課題と解決に向けた方向性のまとめ

⚫ ひとり暮らしの認知症のかたをはじめとして，見守りが

必要なかたの増加

⚫ 地域における見守り体制が不十分

地域課題

解決に向けた方向性



（3） ご助言をいただきたい事項
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ご助言をいただきたい事項

➢ 地域で把握している見守りが必要なかたの実情と課題

➢ それぞれの立場から，ひとり暮らし高齢者や認知症のかた

の見守りへの提案

➢ その他 地域課題やその解決策について



地域ケア会議の位置づけ

実施主体 市，地域包括支援センター

目 的
①支援が必要な被保険者への適切な支援の充実を図る

②地域おいて自立した日常生活を営むために必要な支援体制の検討

検討事項

①高齢者等の健康上及び生活上の課題の解決に資する支援の内容に関すること

②地域における介護の提供に携わる人や関係者の連携強化に関すること

③支援対象高齢者等に共通する課題の把握に関すること

④地域における介護の提供に必要な社会資源の改善および開発に関すること

⑤地域における自立した日常生活の支援のために必要な施策および事業に関す
ること

構 成
・介護支援専門員，保健医療及び福祉に関する専門家，民生委員その他の関係者，

関係機関及び関係団体等

参考資料１

【介護保険法第１１５条の４８（会議）】
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平成３０年度 第１回柏市地域包括支援センター職員研修資料（作 東京学芸大学 髙良麻子教授）より

地域ケア会議は，高齢者個人に対する支援の充実とそれを支える社会基盤の整備とを同時に進めていく，地域
包括ケアシステムの実現に向けた手法であり，会議を連動させることで，地域包括ケアシステムの循環を創るこ
とができる。

地域ケア会議の機能と連動性参考資料２
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